
















表１ アンケート回答者数（コース別）                    表２ アンケート回答者数（男女別） 
        1回生  編入生 合計 男性 女性 合計 
保健・養護 16 2 18 0 18 18
保健体育 28 3 31 24 7 31
心理・カウンセリング 15 0 15 4 11 15
医療クラーク 7 0 7 1 6 7
人間科学 9 0 9 3 6 9

























































表３  目指す資格 


















































































  学習 心身 友人 経済 その他   
保健・養護 11 2 5 3   21
保健体育 7   7 2 1 17
心理カウンセリング 4   2 1   7
医療クラーク 3   3 1   7
人間科学 3 0 5 2   10





  不安 男 女 
学習関係 28 12 16
友人作り 22 9 13
経済的問題 9 3 6
心身の健康 2 0 2
その他 1 1 0












              図８ 希望する進学先 
 
以上、データ数が少なく統計処理の意味がない項目もあったが、図１の本学の情報入手先や図２の本学を選んだ理由、図
６の卒業後の進路等のアンケートの結果は昨年と同じような傾向を見せている。特に本学の情報入手先は、出身校の教師か
らが半分以上を占めている。身近な教師や友人知人のアドバイスが大きいことが伺える。一方少ないながらも受験生が本学
の情報を入手するのは広告よりは情報誌、情報誌よりはインターネットからという傾向がずっと続いてきている。記述項目
への記入は昨年より減っており、大学生活への期待感が減っているのだろうか。 
 
参考：2005年4月実施学生アンケート調査の結果報告 、瀬木学園紀要第1号―2007、瀬木学園紀要第2号―2008 
瀬木学園紀要第3号―2009、瀬木学園紀要第4号―2010、瀬木学園紀要第5―2011 
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